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令和６年度 名古屋市教育研究員研究計画書 ８番 

持続可能な社会を考える生徒が育つ社会科学習 
 

 

 

名古屋市立藤森中学校教諭  長 谷 川 裕 記 

 

 

Ⅰ 研究のねらい 
  私たちが生きる現代社会は急速に発展しており、先端技術や環境対策などの変化が激しくなってきてい

る。このような中で社会における諸課題も複雑化・多様化しており、持続可能な社会を目指すことを必要

としている。中学校学習指導要領における社会科の目標に「よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に

解決しようとする態度」が明記され、よりよい社会の実現に向けて、学習の見通しをもつことや振り返り

の場面を設定することが求められている。また、名古屋市が「ナゴヤ学びのコンパス」で目指している子ど

もの姿には「ゆるやかな協働性の中で自律して学び続ける」と書かれている。子どもは一人一人違うこと

から、子どもたちが自分に合った学習方法を見付け、計画を立てて学習を進めるなど、自己調整を行いな

がら自律して学習に取り組む姿を目指すものである。これまでの授業では教師主導の授業により自己調整

を行いながら自律して学習に取り組む姿を見ることはなかった。こうした状況から、私は、「持続可能な社

会」に向けて社会的事象における課題に対する解決策を自ら調べ、仲間との対話を図りながら考えること

ができる生徒を育てていきたい。そこで、一枚ポートフォリオを活用し、学習の見通しをもち、毎時の振り

返りを記述しながら自己調整を行っていくことが自律して学習に取り組むために有効であると考えた。 

私は、これまでに「持続可能な社会」を実現するために社会的事象における課題を捉え、解決策を考え

る実践を行ってきた。しかし、これまでの実践では、課題に対して生徒自ら進んで考えることは少なく、

解決策も持続可能性の低いものが多かった。これは具体的な取組にまで踏み込んで考える機会が少なかっ

たことや学習課題に対して自ら考える機会が少なかったからである。文部科学省による第４期教育振興基

本計画においては「持続可能な社会の創り手の育成」が掲げられている。将来の予測が困難な時代に、未

来に向けて自らが社会の創り手となり、持続可能な社会を維持・発展させていく人材を育てることがコン

セプトとして明記されている。学習指導要領においても「持続可能な社会づくりを踏まえた視点に留意す

ること」と書かれている。そこで、生徒それぞれが社会における諸課題に対して自己調整を行いながら自

律して学習に取り組み、持続可能な社会について考える生徒を育てる必要があると考えた。 

 

Ⅱ 研究の方法 
 １ 研究の対象 名古屋市立藤森中学校 第２学年 32 人 

 ２ 基本的な考え 

生徒が自律して学習に取り組むためには学習課題に対しての「最初の考え」を基に、学習計画を立て

て学習を進めていくことが大切であると考えた。ここで言う「最初の考え」とは、単なる予想ではなく、

根拠や知識を基にした考えにする。そして、その考えを基にしながら調べ学習を行うことで、内容や方

法などが明確になり、見通しをもつことができると考える。毎時の振り返りに自己評価を行い、単元を

見通しながら学習を蓄積できるシートを「Self-Regulated シート（以下ＳＲシートとする）」とし単元

を通して活用する。このシートを活用することで学びの成果を可視化することができ、深まりを実感で

きる。さらに、「捉える」「調べる」「認め合う」という場面を設定して単元を構成する中で、学習課題に

対して生徒自らの考えをもち、考えの根拠に対して自己調整を行いながら学習に取り組めるようにした
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い【資料１】。また、持続可能な開発目標（以

下ＳＤＧｓとする）の視点に目を向けること

で、生徒がよりよい社会に向けて考えをもつ

ことができるようにしたい。ＳＤＧｓの 17 の

目標を用いることで、目標を定めやすく、仲

間と考えを話し合う際に分かりやすくなると

考えた。そこで各学習場面において、以下の

手立てを講じることで目指す生徒像に迫るこ

とができると考えた。 

(1) 捉える場面 

生徒が学習課題に対する「最初の

考え」をもち学習計画を立てて学習

を進めるために「ＳＲシート」を活

用する【資料２】。このシートには

学習課題に対する考えをもちやす

くするように「現状・事実」や「既

習知識」「関わるＳＤＧｓ」を記述

し、工夫した。そして、自分の考え

を仲間と共有し、進めていく。 

(2) 調べる場面 

「調べる」場面ではその時間に

調べた内容に対して自らの学びがどのようなものであったか、「最初の考え」に対してどれくらい成

果が得られたかを振り返る。「ＳＲシート」を用いて、ＳＤＧｓの目標とつなげて調べ、振り返りの

記述に考えに対する根拠と次

の学習への見通しをもつこと

で、自己調整を繰り返しなが

ら自らの考えを深めようとす

る生徒の姿が期待できる。毎

回これを繰り返し続けていく

ことで自律して学習に取り組

むことができると考えた。 

(3) 認め合う場面 

よりよい社会の実現に向け

て考えていくためには、「認め

合う」場面において、各単元における学習課題についてＳＤＧｓと関連させながら考えられるように

「ＳＲシート」の中に作成したＳＤＧｓとの関わりを踏まえた「サスティナブルカード」を活用する

【資料３】。「調べる」場面で自ら検証してきたことを踏まえて、追究課題に対する自らの考えとつなが

るＳＤＧｓと関連させながら整理してまとめる。ＳＤＧｓのどの目標とつながるかを踏まえることに

よって、根拠を基に追究課題に対する考えをもつことができると考えた。まず追究課題に対して達成

につながるＳＤＧｓを踏まえ、それを根拠とし自分の考えをもつ。その後、それぞれがつなげたＳＤＧ

ｓを見比べながら話し合うことで、仲間の考えを踏まえながら持続可能な社会を考えることができる

と考えた。 

【資料３】サスティナブルカード 

【資料１】基本的な学習の流れ 

【資料２】ＳＲシート 

場面 主な学習活動 

捉える 

・学習課題から最初の考えをもち、今

後の見通しをもって、学習計画を

立てる 

調べる 

・自らもった最初の考えを基に調べ

学習を行い、自らの考えにつなが

る根拠について調べる。 

認め合う 
・学級での話合いを通して、仲間の考

えに触れ、自分の考えをまとめる。 
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３ ６月実践「中国・四国地方」と 10月実践「中部地方」における学習展開 

  本研究では、中学校２学年単元「日本の諸地域 中国・四国地方」「日本の諸地域 中部地方」を取り

上げ、実践に取り組む。 

単
元
と
目
標 

単元 日本の諸地域「中国・四国地方」（7 時間） 

【実践のねらい】 

 中国・四国地方の地域的特色について、他地域

との結び付きなどに着目して、自然環境、交通網

の整備・拡大と産業、生活の変化について捉え

る。人口の減少や増加にともなう地域への影響

や課題について考え、持続可能な中国・四国地方

にするために必要なことを考えられるようにす

る。 

単元 日本の諸地域「中部地方」（７時間） 

【実践のねらい】 

 中部地方における地域的特色について、産業

が地域の自然環境や交通・通信などと深い関係

をもっていることについて捉える。高齢化や後

継者不足など産業の課題について考え、持続可

能な中部地方にするために必要なことを考え

られるようにする。 

場面 主な学習活動 

捉
え
る
場
面 

① 単元で学習すべき基本的知識を得る。 

② ＳＲシートを活用し、学習課題に対する最

初の考えをつくる。学習課題に対する考えを

導き出すために今後の学習計画を立てる。 

 

 

 

① 単元で学習すべき基本的知識を得る。 

② ＳＲシートを活用し、学習課題に対する最

初の考えをつくる。学習課題に対する考えを

導き出すために今後の学習計画を立てる。 

 

 

 

調
べ
る
場
面 

③④⑤ 学習計画を基に、教科書やタブレット

を活用し、中国・四国地方の人口の課題につい

て調べる。また、授業の終末に、学習した内容

の振り返りを記述し、次時以降の見通しをも

つ。 

 

 

 

 

【検証場面１】 

③④⑤ 学習計画を基に、教科書やタブレット

を活用し、中部地方の産業の課題について調

べる。また、授業の終末に、学習した内容の

振り返りを記述し、次時以降の見通しをも

つ。 

 

 

 

 

【検証場面１】 

認
め
合
う
場
面 

⑥ サスティナブルカードを活用し、追究課題

に対する考えを SDGs の目標と関連させなが

ら考える。 

⑦ 仲間と話合いを行い、仲間の意見も参考に

しながら、改めて最終的な結論をまとめる。 

【検証場面２】 

⑥ サスティナブルカードを活用し、追究課題

に対する考えを SDGs の目標と関連させな

がら考える。 

⑦ 仲間と話合いを行い、仲間の意見も参考に

しながら、改めて最終的な結論をまとめる。 

【検証場面２】 

 ４ 質問紙法・記述分析による子どもの実態調査 

単元「日本の特色と地域区分」において、学習課題について最初の考えを記述し、学習計画を立てさ

せながら調べる活動を行う。その後、調べたことを基に学習課題に対する考えをまとめ、自分の考えが

記述できているか調査する。その際、計画的に進められたか、見通しをもち、調べた成果が得られたか

学習課題：中国・四国地方の人口の課題を解

決するにために必要なことは何だろうか？ 

追究課題：持続可能な中国・四国地方にする

ための過疎化対策として増やすべきは「定

住人口」か「交流人口」か？ 

 

学習課題：中部地方の産業の課題を解決する

ために必要なことは何だろうか？ 

追究課題：持続可能な中部地方にするため

の産業に力を入れるべきは「環境保全」か

「人材確保」か？ 
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記述内容や質問紙によって調査する。また、仲間の考えを聞きながら、根拠をもって持続可能な社会に

ついて考えを述べることができているか記述内容や質問紙によって把握する。 

５ 授業研究を通して明らかにしたいこと 

(1) 単元を通して「ＳＲシート」を活用し、「最初の考え」を基に学習を進め、計画を立てながら、振り

返りに記述していくことは自己調整を行いながら学ぶことに対して有効か、「ＳＲシート」への記述に

学習課題に対しての成果や、次時への見通しをもつことができているか記述内容からつかむ。 

(2) 「認め合う」場面において、「サスティナブルカード」を活用し、追究課題に対して自分の考えをＳ

ＤＧｓにつなげ根拠として記述することはよりよい社会について考える上で有効か、「サスティナブル

カード」の記述や最終的な学習課題に対する考えの記述からつかむ。 

 

Ⅲ 年間の研究計画 

月 研究・調査・授業研究等 

４ 

５ 

〇 研究主題の基本的な考え方を基に研究の方向性を定め、研究計画書を作成する。 

〇 実態調査を行う。 

〇 第１次授業研究の授業研究計画書を作成し、検討する。また長期研修の日程を作成する。 

６ 〇 第 1 次授業研究「日本の諸地域 中国・四国地方」 

【検証点１】 単元を通して「ＳＲシート」を活用し、「最初の考え」をもち学習を進め、計画

を立てながら、振り返りに記述していくことは自己調整を行いながら学ぶことに

対して有効か、「ＳＲシート」への記述に学習課題に対しての成果や、次時への見

通しをもつことができているか記述内容からつかむ。 

【検証点２】 「認め合う」場面において、「サスティナブルカード」を活用し、追究課題に対

して自分の考えをＳＤＧｓにつなげ根拠として記述することでよりよい社会に

ついて考える上で有効か、「サスティナブルカード」の記述や最終的な学習課題に

対する考えの記述からつかむ。 

７ 〇 第 1 次授業研究を分析し、基本的な考えを修正する。 

〇 中間まとめを作成し、今後の研究の方向性を明らかにする。 

８ 〇 長期研修（Ａ・Ｂ日程）先進研究者を訪問し、研究を進める。 

 ・岡山大学 教授 川田 力氏 

 ・鳴門教育大学 理事・副学長 梅津 正美氏  

・上智大学 教授 奈須 正裕氏 

 ・八雲町立野田生中学校 川端 裕介教頭   

・横須賀市立久里浜中学校 菊池 徹教諭 

〇 第２次授業研究の授業研究計画書を作成し、検討する。 

９ 

10 

〇 第２次授業研究「日本の諸地域 中部地方」 

 長期研修で学んだことを基に授業改善し、【検証点１】【検証点２】を検証する。 

11 

12 

〇 第１・２次授業研究の成果や課題、長期研修の成果や今後の研究の課題などを明らかに

し、最終のまとめを作成する。 

１ 

２

３ 

〇 「持続可能な社会を考える生徒が育つ社会科学習」について１年間の成果や課題をまと

め、発表する。 

〇 １年間の研究を反省し、今後の研究の方向付けをする。 

参考・引用文献 峯明秀 『個別最適な学びを実現する授業モデル』 明治図書(2023) 


